
令
和
８
年
度

の
岩
手
県
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会（
以
下
、県

高
Ｐ
連
）定
期
総

会
並
び
に
研
究

協
議
会
は
、6
月
3
日
に
サ
ン
セ
ー
ル

盛
岡
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。県
内
62

校
か
ら
２
３
７
名
が
出
席
し
、来
賓
と
し

て
、岩
手
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文

化
財
課
の
藤
井
茂
樹
生
涯
学
習
総
括

課
長
や
、岩
手
県
高
等
学
校
長
協
会
の

中
村
智
和
会
長
、一
般
社
団
法
人
岩
手

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
福
田
育
英
副
会
長
、

岩
手
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化

財
課
の
浅
沼
公
紀
主
任
社
会
教
育
主
事
、

岩
手
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
の
藤
澤

大
副
執
行
委
員
長
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
年
度
の
個
人

表
彰
は
93
名
に

贈
ら
れ
た
ほ
か
、

令
和
7
年
度
県

高
Ｐ
連
第
30
回

広
報
誌
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
は
、
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最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
水
沢
商
業
高
校

を
は
じ
め
、平
舘
高
校
や
花
北
青
雲
高

校
な
ど
計
10
校
が
入
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
者
お
よ
び
受
賞
校
を
代
表
し
て
、

黒
沢
尻
北
高
校
の
太
田
宣
承
前
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
は「
こ
う
し
て
表
彰
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。私
は
高
Ｐ
連
を

離
れ
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
が
思
い
描

い
た
道
を
応
援
で
き
る
大
人
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、皆
様
も
高
校
生
を

応
援
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、今
年
度
の
県
高
Ｐ
連
会

長
に
盛
岡
第
一
高
校
の
岡
崎
希
裕
氏
が

推
薦
さ
れ
、賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。岡
崎
新
会
長
は
、時
代
の
流
れ
の

速
さ
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
に
つ
い

て
触
れ
、「
そ
う
し
た
中
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、

親
と
先
生
方
の
協
力
が
必
要
で
す
。各

校
の
事
情
に
合
わ
せ
て
、柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
」と
語
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、岡
崎
新
会
長
か
ら
木
村
元

思
前
会
長
へ
感
謝
状
を
贈
呈
。木
村
前

会
長
は「
一
年
間
、会
長
と
し
て
活
動
で

き
た
こ
と
、そ
し
て
高
Ｐ
連
が
な

け
れ
ば
出
会
え
な
か
っ
た
方
々

と
関
わ
れ
た
こ
と
は
、皆
様
の
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。改
め

て
感
謝
い
た
し
ま
す
」と
述
べ
ま

し
た
。な
お
、県
高
Ｐ
連
を
事
務

局
長
と
し
て
支
え
続
け
、勇
退
し

た
佐
藤
尚
氏
に
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

総
会
後
の
研
究
協
議
会
で
は
、岩
手

県
盛
岡
東
警
察
署
生
活
安
全
課
の
大
越

剛
課
長
代
理
兼
係
長
が
登
壇
。「
ネ
ッ
ト

に
潜
む
危
険
を
知
ろ
う
」と
題
し
、子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
犯
罪
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し

た
。近

年
は
、ア
カ
ウ
ン
ト
の
乗
っ
取
り
や

S
N
S
を
通
じ
た
連
れ
去
り
、性
犯
罪

な
ど
、子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
普
通
の
ア
ル
バ
イ
ト
だ
と
思
っ
て
応

募
し
た
ら
闇
バ
イ
ト
だ
っ
た
」と
い
う
例

も
あ
り
、大
越
氏
は「
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
N
I
S
C
）が

発
行
し
て
い
る『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安

全
・
安
心
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』を
参
照
し
た

り
、子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
国
際

岩手県高等学校PTA連合会会報
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〈
講
演
〉

 

　夢
し
か
実
現
す
る
も
の
は
な
い 

　

葛
巻
町
は
、「
北
緯
40
度
　
ミ
ル
ク

と
ワ
イ
ン
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ま
ち
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。町
で

作
ら
れ
た
チ
ー
ズ「
カ
チ
ョ
カ
バ
ロ
」が

2
0
2
4
国
際
チ
ー
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
で

金
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、ワ
イ
ン
も
世

界
的
な
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々
の
賞
を
獲

得
。風
力
発
電
や
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
に

も
力
を
入
れ
、町
内
の
電
力
自
給
率
は

3
6
0
％
を
誇
り
ま
す
。

ま
た
、同
町
で
は
保
育
料
の
完
全
無

料
化
や
山
村
留
学
制
度
を
い
ち
早
く
導

入
す
る
な
ど
、子
育
て
や
教
育
面
に
も

注
力
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、す
べ
て
が
最
初
か
ら
順
風

満
帆
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
代
の
町
長
や
鈴
木
町
長
の「
将
来
、町

に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
を
実
行
す
る
。そ

れ
が
町
長
の
役
割
だ
」と
い
う
確
固
た

る
信
念
の
も
と
、一
つ
ず
つ
実
現
さ
せ
て

い
き
ま
し
た
。

実
現
す
べ
き
こ
と
は
、「
夢
」か
ら
始

ま
る
。実
体
験
を
交
え
て
語
る
鈴
木
町

長
の
言
葉
に
、参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
師鈴

木

　重
男 

氏

（
葛
巻
町
・
町
長
）

▲岡崎新会長挨拶▲岩手県教育委員会
　生涯学習文化財課
　藤井茂樹総括課長

▲岩手県高等学校長協会
中村智和会長

▲木村前会長へ感謝状贈呈

電
話
が
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り

す
る
な
ど
対
策
が
必
要
で
す
」と
注
意

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

定
期
総
会
後
は
教
育
懇
談
会
が
行
わ

れ
、参
加
者
は
互
い
に
交
流
を
深
め
な

が
ら
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度 

県
高
Ｐ
連

定
期
総
会・研
究
協
議
会
開
催



日
頃
よ
り
、
岩
手
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
役

員
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
連

合
会
の
活
動
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
定
期
総
会
を
も
ち
ま
し
て
会
長
の

職
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
は
「
高

校
生
を
持
つ
親
」
と
い
う
共
通
項
で
出
会
っ
た
、
本
県

な
ら
び
に
全
国
の
役
員
の
皆
様
と
の
関
り
を
通
じ
て
、

私
自
身
の
価
値
観
の
裾
野
を
広
げ
る
大
変
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
数
あ
る
出
会
い
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
高
校
時

代
の
恩
師
の
一
人
で
あ
る
佐
藤
尚
事
務
局
長
と
の
再
会

は
何
事
に
も
代
え
ら
れ
な
い
喜
び
で
し
た
。
在
学
当
時

の
厳
し
い
数
学
教
師
の
イ
メ
ー
ジ
は
影
を
潜
め
「
フ

ル
ー
ト
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
穏
や
か
な
事
務
局
長
」
と

し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
未
熟
な
私
を
温
か
く
導
き
く
だ

さ
り
、
本
会
の
事
業
を
進
め
る
上
で
の
大
き
な
原
動
力

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
事
務
局
長
の
ご
活
躍
を
陰

で
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
局
員
の
木
村
智
子
さ
ん

に
も
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

私
の
後
任
を
務
め
て
く
れ
る
の
は
、
高
校
時
代
の
同
級

生
で
す
。
と
も
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
し
、
苦
楽

を
共
に
し
た
信
頼
で
き
る
友
人
に
バ
ト
ン
を
託
せ
る
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
、
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
体
制
の
も
と
、
歴
史
あ
る
連
合
会
に
会

員
の
皆
様
が
新
た
な
息
を
吹
き
込
み
、
子
ど
も
の
成
長

と
学
校
の
発
展
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
素
晴
ら

し
い
音
色
を
奏
で
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩手県高P連前会長

木村　元思

会長退任の
メッセージ

黒
沢
尻
北

会

長

太
田
　
宣
承

黒
沢
尻
北

副
会
長

髙
橋
　
慶
吉

北
上
翔
南

会

長

髙
橋
　
　
綾

北
上
翔
南

副
会
長

越
川
　
志
信

北
上
翔
南

副
会
長

門
　
由
美
子

北
上
翔
南

副
会
長

菅
原
真
粧
美

北
上
翔
南
事
務
局
長

及
川
　
夕
子

黒
沢
尻
工
業

会

長

武
田
　
　
健

西 

和 

賀

副
会
長

佐
々
木
一
成

遠    

野

会

長

佐
々
木
康
貴

遠
野
緑
峰

会

長

倉
知
　
香
里

水    
沢

会

長

及
川
　
　
将

水
沢
工
業

会

長

佐
藤
か
ず
み

水
沢
商
業

会

長

安
倍
　
弘
行

前    

沢

会

長

岩
渕
　
理
恵

岩 

谷 

堂

会

長

小
石
川
誠
司

岩 

谷 

堂

副
会
長

千
田
み
ゆ
き

岩 

谷 

堂

役

員

渡
辺
　
　
香

一
関
第
二

会
　
長

湯
山
　
栄
大

一
関
第
二

副
会
長

及
川
　
秀
樹

一
関
工
業

副
会
長

千
葉
　
亮
輝

花    

泉

会
　
長

齋
藤
　
禎
弘

花    

泉

役
　
員

千
葉
　
征
樹

大    

東

会
　
長

勝
部
　
健
一

大    

東

副
会
長

佐
藤
　
賢
吉

大    

東

役
　
員

佐
藤
　
良
仁

大    

東

役
　
員

岩
渕
よ
し
み

千    

厩

会
　
長

千
葉
　
栄
生

千    

厩

会
　
長

加
藤
　
博
幸

高    

田

会
　
長

及
川
由
里
子

大 

船 

渡

会
　
長

川
原
　
夕
輝

大 

船 

渡

副
会
長

大
森
　
如
恵

大 

船 

渡

副
会
長

佐
藤
　
　
壮

大
船
渡
東

会
　
長

木
下
　
　
彰

大
船
渡
東

副
会
長

大
津
　
　
寛

住    

田

会
　
長

佐
々
木
直
美

釜    

石

会
　
長

齋
藤
　
　
健

釜    

石

副
会
長

川
﨑
　
光
恵

釜
石
商
工

会
　
長

箱
石
智
恵
美

大    

槌

会
　
長

箱
山
　
智
美

令
和
８
年
度
岩
手
県
高
Ｐ
連

定
期
総
会 

個
人
表
彰
受
賞

令
和
８
年
度
岩
手
県
高
Ｐ
連

定
期
総
会 

感
謝
状

盛
岡
第
二

副
会
長

大
久
保
忠
男

盛
岡
第
三

会

長

影
山
　
佳
奈

盛
岡
第
三

役

員

髙
橋
　
　
香

盛
岡
第
四
副
会
長

高
橋
　
佳
子

盛 

岡 

北

副
会
長

松
本
　
怜
子

南
昌
み
ら
い

役

員

中
屋
　
陽
子

南
昌
み
ら
い

副
会
長

掛
川
は
る
な

南
昌
み
ら
い

副
会
長

竹
原
　
新
二

南
昌
み
ら
い

副
会
長

相
馬
　
千
絵

南
昌
み
ら
い

副
会
長

佐
藤
　
愛

南
昌
み
ら
い

役

員

石
井
　
江
美

南
昌
み
ら
い

役

員

渡
邉
　
智
水

南
昌
み
ら
い

役

員

佐
藤
　
綾
香

南
昌
み
ら
い

役

員

多
田
　
可
奈

杜

陵

会

長

櫻
小
路
　
洋

盛
岡
農
業

副
会
長

熊
谷
　
加
菜

盛
岡
工
業

副
会
長

齊
藤
　
志
保

盛
岡
工
業

役

員

晴
山
　
千
賀

盛
岡
商
業

会

長

岩
舘
　
智
子

平    

舘

会

長

佐
々
木
竜
一

平    

舘

副
会
長

髙
山
　
　
薫

紫
波
総
合

会

長

中
村
　
　
航

盛
岡
市
立

会

長

工
藤
　
昭
敏

盛
岡
市
立

副
会
長

舘
澤
千
夏
子

花 

巻 

北

会

長

木
村
　
直
樹

花 

巻 

南

副
会
長

千
田
明
日
香

花 

巻 

南

副
会
長

似
里
　
綾
香

花
巻
農
業

会

長

宮
川
美
也
子

花
北
青
雲

会

長

平
賀
　
弘
典

岩
手
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
　
長

木
村
　
元
思

岩
手
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

事
務
局
長

佐
藤
　
　
尚

会

長

盛
岡
第
一

岡
崎
　
希
裕

副
会
長

南
昌
み
ら
い

新
坂
　
正
章

花
北
青
雲

瀬
川
　
里
美

前

沢

髙
橋
　
京
平

大

船

渡

髙
　
　
武
暎

種

市

髙
橋
栄
美
子

理

事

盛
岡
第
三

貴
志
　
章
子

盛
岡
工
業

及
川
　
大
造

盛

岡

北

大
石
　
　
園

盛
岡
第
二

及
川
有
希
子

西

和

賀

髙
橋
　
真
悟

花

巻

北

菊
池
　
剛
史

水
沢
農
業

髙
橋
　
辰
幸

一
関
第
一

稲
邊
　
　
督

住

田

金
野
　
貴
博

釜
石
商
工

遠
野
　
英
希

沼

宮

内

下
田
　
真
弓

伊

保

内

畑
中
　
　
誠

監

事

杜

陵

藤
島
　
智
美

北

上

翔

南

森
田
真
理
子

顧

問

前 

会 

長

木
村
　
元
思

元 

会 

長

川
上
　
博
基

校
長
協
会
長

中
村
　
智
和

令
和
８
年
度 

役
員

大    

槌

副
会
長

大
澤
亜
由
美

大    

槌

役
　
員

土
沢
　
　
幸

大    

槌

役
　
員

佐
々
木
紀
子

宮    

古

会
　
長

及
川
　
　
元

宮    

古

副
会
長

田
澤
　
範
史

宮 

古 

北

会
　
長

鈴
木
　
　
恵

宮
古
商
工

会
　
長

平
井
　
亮
吉

宮
古
商
工

副
会
長

木
村
美
紀
子

宮
古
商
工

役
　
員

山
内
　
　
香

岩    

泉

会
　
長

前
川
　
　
優

岩    

泉

会
　
長

應
家
　
義
政

久    

慈

会
　
長

大
沢
　
絢
一

久    

慈

副
会
長

齋
藤
　
　
豊

久
慈
翔
北

会
　
長

成
田
　
敦
子

久
慈
翔
北

副
会
長

下
平
　
友
美

大    

野

会
　
長

太
内
田
　
賢

軽    

米

会
　
長

立
桶
　
善
孝

伊 

保 

内

副
会
長

古
里
　
裕
幸

伊 

保 

内

副
会
長

長
井
し
の
ぶ

福    

岡
会
　
長

小
野
寺
幸
司

北
　
　
桜

副
会
長
小
山
田
こ
ず
え

北
　
　
桜

副
会
長

柴
田
　
　
享

葛    
巻

会
　
長

遠
藤
　
政
明

葛    

巻

副
会
長

上
家
　
皆
応

令和８年度 専門委員会委員

委

員

長

大

船

渡

髙

　

　

武

暎

副

委

員

長

住

田

金

野

　

貴

博

委

員

盛

岡

農

業

田

村

　

倫

子

大

東

鳥

畑

　

伸

人

北

桜

常

前

　

昌

浩

盛

岡

北

大

石

　

　

園

盛

岡

第

二

及

川

有

希

子

委

員

長

種

市

髙

橋

栄

美

子

副

委

員

長

沼

宮

内

下

田

　

真

弓

委

員

雫

石

吉

田

　

　

彩

花

巻

北

菊

池

　

剛

史

宮

古

商

工

本

田

　

泰

三

委

員

長

南
昌
み
ら
い

新

坂

　

正

章

副

委

員

長

盛

岡

第

三

貴

志

　

章

子

委

員

西

和

賀

髙

橋

　

真

悟

金

ケ

崎

吉

田

　

　

潤

久

慈

翔

北

滝

沢

　

敦

子

健全育成進路対策調査広報
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岩手県高等学校PTA連合会会報　第56号（2026年7月3日発行）

住
田
高
校
は
、
少

人
数
な
ら
で
は
の
き

め
細
や
か
な
教
育
と
、

地
域
未
来
留
学
制
度

を
活
用
し
、
全
国
か

ら
生
徒
を
受
け
入
れ

て
い
る
学
校
で
す
。
今

年
度
P
T
A
会
長

を
務
め
る
に
あ
た
り
、

学
校
と
家
庭
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
生
徒

た
ち
の
充
実
し
た

学
校
生
活
を
支
え

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

私
が
会
長
を
務

め
る
か
ら
に
は
、
生

徒
や
先
生
方
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
と
一

丸
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
新

た
な
挑
戦
を
積
み

重
ね
、
住
田
高
校

の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
年
度
の
球
技
大
会
で
は
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
宮
守
イ
ン
タ
ー

店
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
フ
ァ
ミ
チ
キ
と
ア
イ

ス
を
生
徒
た
ち
に
提
供
し
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
文
化
祭
で
は
毎
年
P
T
A
と
し

て
焼
き
そ
ば
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
私
は
体
育
館
で
生
徒
た
ち
の

発
表
を
支
え
る
音
響
係
を
担
当
し
て
い
る
た
め
、

出
店
に
は
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
調
理
の
腕

前
を
披
露
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
入
学
者
数
が
少
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
住
田
町
と
連
携
し
な
が
ら
住
田
高

校
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
み
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ま
に
本
校
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
岩
手
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
会

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
岡
崎
希
裕
と
申
し
ま
す
。
歴

史
と
伝
統
あ
る
本
連
合
会
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、

そ
の
使
命
の
重
さ
を
強
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の

た
め
、
全
力
で
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

P
T
A
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
支
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
原
点
は
時
代
が

変
わ
っ
て
も
揺
ら
ぐ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

少
子
化
や
価
値
観
の
多
様
化
、
情
報
化
の
進
展
に
よ
り
、

保
護
者
や
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
活
動
や
組
織
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
自
然
災
害
や
感
染
症
の
流
行
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
も
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
有
事
に
お
い
て
、
学
校
の
み
で
の
対
応
に

は
限
界
が
あ
り
、
保
護
者
や
地
域
と
の
連
携
が
一
層
重

要
で
す
。
P
T
A
は
学
校
・
家
庭
・
地
域
を
結
ぶ
基

盤
と
し
て
、
有
事
に
機
能
す
る
組
織
で
も
あ
り
ま
す
。

P
T
A
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
声

に
も
耳
を
傾
け
つ
つ
、
時
代
に
応
じ
た
見
直
し
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
学
校
と
家
庭
を
つ

な
ぐ
基
盤
と
し
て
の
役
割
や
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
意

義
は
大
き
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
日
頃
よ
り
P
T
A
活
動
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
不
易

流
行
の
精
神
の
も
と
、
守
る
べ
き
本
質
は
守
り
、
変
え

る
べ
き
も
の
は
見
直
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 岩手県高P連会長

岡崎　希裕

岩手県立住田高等学校
PTA会長 

金野　貴博

不易流行 
― 子どもたちを
支えるために ―

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

令和７年度岩手県高等学校ＰＴＡ連合会
第30回広報紙コンクール入賞校
◆最優秀賞（１校）

水 沢 商 業 水商ＰＴＡ　第100号
《東北地区コンクール奨励賞》

◆優秀賞（２校）

平 舘 ＰＴＡ会報　Ｎｏ．７６
	《東北地区コンクール優良賞》

花 北 青 雲 	花北青雲ＰＴＡ会報　第108号
《東北地区コンクール最優秀賞》

◆優良賞（５校）
盛 岡 第 二 盛岡二髙ＰＴＡ通信令和６年度第２号

盛 岡 商 業 ＰＴＡ会報令和７年度第２号）

花 巻 南 みなみ風	花巻南高PTA会報150号

一 関 第 一 温故知新　Ｎｏ．1６0

釜 石 商 工 釜石商工ＰＴＡ会報　Ｎｏ．３３

◆特別賞（２校）

南昌みらい ＰＴＡ会報　vol.01　

久 慈 翔 北 ＰＴＡ会報　創刊号　

◇最優秀賞･優秀賞	：	令和７年度東北地区広報紙コンクールへ推薦

＠東京都豊島区
万全のセキュリティ
おいしいごはん
初めての東京ライフ

●アクセス
JR池袋駅から15分
東京ﾒﾄﾛ有楽町線・副都心線
要町駅から5分
西武池袋線椎名町駅から10分

岩手県学生会館

求めよさらば与えられん
保険金のお受け取りには申請が必要です

発足後　２5 年目
岩手県　６３ 校　２0,1６７人

令和₈年₅月1２日現在　1,9３1人
　●Aプラン　　	６1校　988人
　●Bプラン　　	5７校　440人
　●Cプラン　　	58校　50３人

（一社）全国高Ｐ連賠償責任補償制度

岩手県高Ｐ連高校生総合保障制度

伝
統
に
新
た
な
彩
り
を

～
住
田
高
校
と
と
も
に
歩
む
P
T
A
～
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令
和
8
年
度
1
回
目
の
「
ポ
ロ
ー
ニ
ア
」
第

56
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
県
高
P
連
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
多
忙
の
折
に
も
か
か
わ

ら
ず
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

各
校
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新
体
制
の
も
と

で
P
T
A
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
有
意
義
で
充
実
し
た

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保
護

者
、
教
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
協

力
し
合
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
変
化
が
目
ま
ぐ
る
し
い
現
在
、
先
を

見
通
す
の
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

戦
争
や
疫
病
、
自
然
災
害
、
景
気
の
先
行
き
不

安
な
ど
、
閉
塞
感
を
覚
え
る
日
々
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
に
は
明
る
い
未

来
を
手
渡
し
た
い
。
そ
の
思
い
を
胸
に
、
大
人

が
支
え
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
歩
み
に
寄
り
添
い
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
、
県
高
P
連
の
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岩
手
県
立
盛
岡
第
三
高
等
学
校

P
T
A
会
長
　
貴
志
　
章
子

〈
編
集
委
員
〉
令
和
８
年
度
調
査
広
報
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

◇
事
務
局

新
坂
　
正
章
（
南
昌
み
ら
い
高
校
）

貴
志
　
章
子
（
盛
岡
第
三
高
校
）

髙
橋
　
真
悟
（
西
和
賀
高
校
）

吉
田
　
　
潤
（
金
ケ
崎
高
校
）

滝
沢
　
敦
子
（
久
慈
翔
北
高
校
）

熊
谷
　
昌
史
（
南
昌
み
ら
い
高
校
）

金
濱
　
千
明
（
県

高

Ｐ

連
）

木
村
　
智
子
（
県

高

Ｐ

連
）

編
集
後
記

おらほのPTA

岩手県立盛岡北高等学校
PTA会長

大石　　園

｢家庭和熟｣を
合い言葉に！

盛
岡
北
高
等
学
校
は
昭
和
49
年
に
開
校
し
、
一
昨
年

50
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
で
は
、
第
一
期
生
の
応
援

歌
の
披
露
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
多
く
の
卒
業

生
の
活
躍
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
校
の
P
T
A
は
、
校
訓
「
師
弟
和
熟
」
と
両
輪
を

成
す
べ
き
「
家
庭
和
熟
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
学
校

と
力
を
合
わ
せ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
家
庭
和
熟
」

と
は
「
家
庭
で
も
子
ど
も
と
大
人
が
互
い
に
し
っ
か
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
互
い
に
絆
を
深
め
る

こ
と
。」
と
し
て
受
け
継
い
で
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
本
校
の
主
な
P
T
A
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

学
園
祭
で
は
、
P
T
A
企
画
と
し
て
受
験
に
む
か
う
3

年
生
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
4
0
0
枚
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
校
章
入
り
の
ク
ッ
キ
ー
を
用
意

し
、
学
園
祭
の
終
了
時
に
は
す
べ
て
配
り
終
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
多
く
の
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
共
通
テ
ス
ト

1
0
0
日
前
に
は
生
徒
昇
降
口
に
貼
り
だ
し
、「
言
葉

の
花
道
」
と
称
し
、子
ど
も
た
ち
に
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、

P
T
A
情
報
誌
の
発
行
、
登
校
時
一
声
運
動
等
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
現
在
、私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ

た
P
T
A
研
修
旅
行
の
復
活
を
、
多
く
の
役
員
の
方
々

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
P
T
A
は
「
家
庭
和

熟
」
を
合
い
言

葉
に
、
多
く
の

方
を
巻
き
込
み

自
身
も
楽
し
み

な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
を
支
え

続
け
て
い
け
る

よ
う
に
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

岩手県立花泉高等学校
PTA会長

佐藤　　賢

こどもたちの
ために

　
花
泉
高
等
学
校
は
、
岩
手
の
最
南
端
に
位
置
す

る
学
校
で
す
。
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
一
関
第
一
高
等

学
校
の
分
校
と
し
て
開
校
し
、
来
年
度
で
創
立
八
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
は
、
二
十
八
名
を
迎
え

て
全
校
生
徒
九
十
四
名
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
小
規
模
校
で
は
あ
り
ま
す
が
、
良
い
点
と
し
て
、

先
生
方
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
親
身
に
、
そ
し

て
丁
寧
に
指
導
し
て
頂
き
、
生
徒
も
生
き
生
き
と
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の

交
流
も
活
発
で
通
常
の
勉
強
以
外
の
こ
と
も
学
べ
る

環
境
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
先
生
方
、
地
域
の
方
々
に

は
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
す
が
、
昨
年
度
は
六

月
と
十
月
に
登
校
時
の
声
掛
け
運
動
、
七
月
の
環
境

整
備
活
動
、
十
月
の
花
高
祭
へ
の
協
力
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

登
校
時
の
声
掛
け
運
動
で
は
、
朝
の
忙
し
い
時
間

帯
に
も
関
わ
ら
ず
日
替
わ
り
で
沢
山
の
会
員
の
方
に

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
子
供
達
が
良
い
意
味
で
照

れ
く
さ
そ
う
に
挨
拶
を
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
環
境
整
備
活
で
は
、
健
全
育
成
委
員
会

を
中
心
に
昇
降
口
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
花
植

え
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
供
達
の
登
下
校
に
色
鮮
や

か
な
景
色
を
添
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
花
高
祭

へ
の
協
力
で
は
飲
料
販
売
、
餅
ま
き
等
、
楽
し
み
な

が
ら
子
供
達
の
行
事
を
支
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
花
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
『
子

供
達
の
為
に
、
出
来
る
範
囲
で
の
活
動
を
！
』
を
合

言
葉
に
今
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
活

動
し
て
参
り
ま
す
。

▲PTA声かけ運動

▲Ｒ7年度PTA企画｢言葉の花道｣昇降口にて

▲PTA餅まき

▲Ｒ7年度PTA企画｢盛北祭｣に参加 

▲環境整備活動 ▲創立５０周年記念式典

▲｢盛北祭｣に参加

▲｢登校時一声運動｣

04


